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長肝県小県tns真EEIII!Jを貨流するネItJ)11は，むをの入沢，大洞)11，洗馬J11などの水を集めて1'1111)11

に入るo IJl-=lliiIJU-I， {呆基谷岳， 烏 IIJj~1子岳に源流をもっO このネrpJ 11水系の魚矧については池田

(1935)，青沼(1973) の菅平や真 IIllllJ魚~~についての報告と安藤(1964 ， 1967)のii町市な概説

が，J二 11:1 小県地方の魚類vこついては広i~rr[ (1963)のものがあるの

真日IIIIJ内の神JI1水系が海抜 600-1， 500 m のWlilIliにあるため，この水系のだ1，11((のほとんどが

上流域型の冷水域の稲で、あり，税数は少ない口

ここでは，今日まで真 IJIIII]" 内のネql川水系にノ 1:，息がjj在， Îなされた全f:~1， 1J(をあげ，必要に応じ説明

を加えた。

本文に入るに先だち，自11校IHJいただし、た1，;-)十!大学教養j郊のrl'村-kff~ I'HJ: (fIIJ水産庁淡水!正出:

ヲ J二111支所長〉に厚く;お礼をi二十lしLげる。

神J11水系の魚類

サケ科 Salmonidae

1. サケ(アキアジ)Oncorhynchus I?eta (VVALBAUM) 

ヤマメ(稚1ω
段Jつ〉てtは土]真ミj臼:1子冗刊FI印刑:1引刊1111り]"/γF'内プ巧ヨのネ和科神Ij中iド!リJ11でで、も寸サナ ケカが:リJ位佐佐~ ~れ'Ltたこカ、入 I!沼百干拘和l日1911'-(1934) {五;;-1/波!見I~J刀11打Iにこ j到ザ決;リj立/l'レiパ{;ば波%)11 子発C'i

万所)庁?タダダ、♂、ムが文廷建i色:i設没されてからは，千千'11山111)11から， さらにネqJ川にサケが測ることもなくなった。 7~~ 将

男氏は昭和初年，真B3II1J戸沢の機蹴用水路でサケを1rliっている。その口引主春の'Fi溶けになると

ネIjlJ11で，よくサケのf1tf:~~を見たとしづ口

2. ヤマメ Oncorhynchus masou. f. islulwwαe (JORDAN et MCGREGOR) 

方言 アメノウオ・サクラマス

稚魚の生活様式はサクラマスの稚魚によく似ており， 1注封型である O

1967年 8月に横尾，戸沢，真EEIで1HHiをしたヤマメには，パーマークが見られなかった。 こ

のヤマメを ;-J~ Iレマリン{栗本vこしたところ，パーマークが現われた(上IJJ小県教育会ir!'(に収)1':心。

点U:lIIIJで、のヤマメの生息組問は，ネIjl)11では'-，ご)京かGJ~~ ILIまでであり ，~hli: に!JLj日市橋から _L流

の戸沢地J或がJ設もJ:，息密度がi吉jし、。洗馬川ではヤマメを発見していなL、。

3. ニジマス Salmo ll;airdneru f. iridens (GIBBONS) 

ニジマスは北アメリカ原産で，主7)ふうて日本に;移殖されたのは明治 10年。その後，何jliIもの

移殖により，現在では日本全土に昔及している。

真田IHTでも渋沢と菅平で養殖されたが，大雨による噌水で養魚池からネIjJ)11 に入ったものがlI~j;

々{Iiiれる (1966年畑山発電所下:小林， 1974主i三大許可:永井辰美など〉。
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国 1 ヤマメ(パーマークを欠く. 1967.8ネIjl川〉

表 1 産卵期にウケに入ったイワナのí!8i体数と i咋本量との関係(1967~1:-)
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(1;年lJ(lflmmのiWJ定は真EFlI'1二1学校気象クラブ調査，青沼， 1973) 
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4. イワナ Salvehnus leucomaenis戸fμvius(Hll_GENDORF) 

イワナは無機酸性河)11の大明者jJ沢 (pH4.0~5.0 位〉を除く真I:B I1IJの全水系に生怠する。

キテイ台風の際，角1M]川が大いに荒れ，また，その後，f:7~ 1~，fJ) 11下流の払げてJU!j芸に，砂防j誕堤

が作られたため，イワナはいないとされていたが，最近再びイワブが生jtけh るようになったが

乱獲されている。イワナの生息密度は，傍i場)11では間保から松井新EEl，洗馬)11では横道より上

流，半EEIJ11 では穴沢，大倉上流，ネIjJ)l I では角 I~J'J) 11 ，和熊)11，沌の入沢，に|ごiの沢， )者1)¥等で比較

的詩jl、。

秋季イワナの主iHJi1移動が見られるので，観察結果を青れ(1973)によって述べる。金約のウ

ケを使い，産卵のため本流から支流に測るイワナをJ-diえii!i，jjttした。結果は表 1に/Jとした。イワ

ナの産卵期は，真旧IIIJでは 10月上~fl)から始まり 11 月上旬 vこ終ることが=jéiJ る。

表 1 からイワナのmHm移動と降水量の密接な関係が考えられる O これはイワナが)1ωI~に ~yv! る

沢の水量が乏しく，落葉などが沢をJI泣き IJ二め，イワナの沸U二を妨げているので， 1:I，jで沢がj貯水

し，落葉が流されると，イワナのjtlttTIj場所への移動が行なわれることを示している。

大日向の志U'F仲重氏は菅平口不動沌の下で巨大なイワナを釣り上け工た(体長 47cm， !JJnjまわ

り28cm，尚三重1.3kg， フォルマリン標本，菅平高)京i当然fn'(にJIわは〉。

5. カワマス Salvehnus jontinahs (MITCHILL) 

方言 アメリカイワナ

菅平東組山崎誠氏の養魚池で、カワマスが Igj 然繁摘している。体型はがIj~語形，体側にゴマ粒ほ

どの朱赤点が散在し，頭部から尾部にかけて背jJiivこ，虫食いあとのような]到紋がある。 原点は

カナダおよびアメリカ東部でプノレックトラウト brooktrollt またはスペックノレトトラウト

speckled trolltと呼ばれ，最初の移入は明治 37{l三(1902)である。イワナと同様に冷水域を

好み水{1~t 6
0
Cでも敏徒に活動する O 長it卵は 10月中旬から 11月中旬まで(1970，10， 20， 

青沼〉。

カワマスはカナ夕、、ではi年海するというが， I日2ヨ!本では一生を河j川11の冷水j域或でで、過すo1山1勾-'川i

f魚~Ij地也で、は水量が少なく，カワマスの{立 r*;↓になる水生昆虫類が少ないため，春先に多数見られた

稚魚が成魚に食われ減少してしまう。長野県下で I~l 然状態で繁殖する地域は，菅平と上高地の

明治池のみらしい(青沼， 1973)。

アユ科 Plecoglossidae 

6. アュ Plecoglossμs altivelis TEMMINCK et SCHLEGEL 

アユは|昭和 9年(1934)の鉄道者[パ波川発電所夕、ムの迎II立により，サケと向1I寺に;ifYU二が途絶f

えた。それ以前は湖上したアユが，千1(11)11を測り，ネ1¥1)11の台;ヂ!]で'Jdiれた I:I己鉱もあるoTIU1JII

の放流アユが，ネIjl川に ~yijj り，真 UJIIIJ の下!万し大 1:/liJ也籍までう~ーるが，大 1:111発泡JVÎ'j，功、の J!民主主~こさえ

ぎられ，それより上流では姿を見なL、(1966・8・3，大1:111，下)京地区のアユl'れj，ι 1'/'H1)oWH 

体数は非常に少ないが，大型である。

コイ科 Cyprinidae 

7. モッゴ Pseudorasborαραrvα(TEMMINCK et SCHLEGEL) 

クチボソ，ク iコフナ ()!X; 1Æ~)，ハイ(幼魚〉

体色には，ミがかった淡Il音灰色でl支部がやや淡色なものと，全体が波紫黒色を旦するもの

がある O イ本側後部に見られる黒色情状線は，前者では存在するが不明l訴し後者には，全くめ

られなし、ofJllJ線は両者ともに不完全であるo(1935 11: 6 月 6 1=1~lO[I， 池山(i'/ 1Vjl) 兵Fの。
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池日j (1957)はJ苦平根原でシナイモロコ Psωldorasbora戸arva仰 rnilαMIYADI に類する型

を記録しているが，現在のところその生怠を確認していない。

8. ウグイ Tribolodon hαkonensis hαkonens~ (GUNTHER) 

方言ハヤ，ホンパヤ

真i封II!Jでのウグイの生息地域は，下)京から荒井ニの横尾地籍のiιi日，-!'i橋ト'流約 500111までであ

る。特にード原から大t!U発電所跡までに多いが， 二flll¥)11と比べると個体数は少なし、。産卵期は

上 El:l付近より約 2 か月連れ 6 月下旬から 8 月上旬で水温が 150~190C の時期に産卵するが

0967・6・22，1967・8・3，標高約 650111，自)，産卵するウグイの11&1体数は少ない。

9. アプラハヤ λ1oroco steindαchneri sterndachneri (SAUVAGE) 

アブラハヤの生息範囲は，戸沢，入軽井沢が上限で，イワナ，ヤマメ，カジカ等と共に生怠

し，貧{V，くな魚で、ある O 産卵期は，ウグイと同様， 6 月下旬から 8 月 i二勾，水温150~190C の頃

である O

10. コイ Cy戸rinusClγ 戸io(LINNAEUS) 

幕末，松平JJ)，優が沼奉行ーであった際に， 官平へコイを移入したが， 失敗に終ったといわれ

るO 昔、li，高原生物実験所内でコイを飼育してみたが，低水温(約100 C) のため白点病になり

死滅した(1962，安藤)0

11. ギンプナ Cαrαssius αngsdorfii (CUVIER et VALENCIENNES) 

江戸未知!のコイの移入の際，菅平湿原に入ったとしづ O 今日でも湿原に生息している O

;IY'I正夕、、ムが建設・され，表層の水温がやや高い広水面ができたためか，フナが急激にj首力1Iしてい

くつ O

ブナと比較し各鰭が若しく伸長し，特に尾絡が長大となったテツギョが菅平湿原で、記~S~ され

ているが(池I:EI，1935)，最近官平夕、ムでもしばしば捕獲される O

ドジョウ科 Cobitidae 

12. ド‘ジョウ li1isgurnusαnguilf icaudatus (CANTOR) 

ブ7言オ オ 1'"ジョウ

小泉(1964) によると，古;~'F'のトジョウは，明治 31 王子に放流したもの，および幕末に松平

JLL優が移入したものといわれる O 菅平 tlií~原のドジョウは肥大したものが多いが，真 1:上II1I Jー荒井二の

ネq1)11でも肥大した11，:;1休をJ'lIiえている(1967・8，今)11W:夫，一之出n:H:仁両氏〉。

13. ;，l~ トケドジョウ Lefua ec/ugoniα] ORDAN et RICHARDSON 

ブ)1::1 オプjメト、ジョウ

ホトケドジョウは似を好まず，以)水をわてみ、。横)t;地籍のネql)11支流に数多く見られる(1966・

5・3，j'n(1)。
14. シマトJ ジョウ Cοbdis buvαe ]OlWAN et SNYDER 

)j3 スヅ 1，'ジョウ

シマ ドジョウはごくづ、さな水路などに多いので， ネ利神q中iドi引jハ11 でで、は 11仏作併倒1 ， 1い凶1が，I~If休ノイ小本|トド，:怒数数uは主3非非iド:υ九常i

に4判川q中iド1)川j刊i の J行拍拭抗{古立哉l'立~iυu出己 j地也jp利結手A主1J: でで、 J品州出'11市Iiえた ( 111仏鮎似1，位同占品り1;1体， 1966. 8， j'nι〉 ものの他に記録はない。

ギギ科 Bagridae 

15. アプ)'If Liobagrus reinl HILGENDORF 

jj瓦サソリ，サスリ

アプr1lごは点 1II IIlJの右I~ {J\地区， A沃地区まで生息していたが，最近は11，1，1{本数が減り，この調査で
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は， 3TIi獲していない。

ウナギ科 Anguillidae 

16. ウナギ Anguilla jαt07UCαTEMMINCK et SCHLEGEL 

オオウナギ

利J)11のウナギの生息範囲は，戸沢， D(J也までであろう o l1!l1J11から大1:111発?を所跡、まで抑LI二

したウナギ 211&1~本を硝誌なしている(1970 ・7)。なお， 1957 ド7J'j 13 1-1にPL¥H ilit詰Lf;tfで今

) 11 氏が巨大なウナギを ~'''ìえた(体長 110C111 ， JJlnJまわり 11C111，体疋1.2k日)0 11苦手114611:より

が:;;1場の荻地区で湧水を引JJi3したウナギの養殖が行わ)"Lている。

力ジ力科 Cottidae 

17. カジカ Cottus hilgeηdOJゾ~i STEINDACHNER et DODERLEI N 

方言 アタマツカジカ

カジカは，ネltJ11の全水系に生息している O イワナと生息を共vこし， lミU:illlj"では{川本数の多L、

1.1;1，である(1967・8，1966・5，青出〉。

神川水系の魚相について

今日までに上記の 7科 17磁の魚矧がネ1¥1川水系からう:¥1られているが，昭和初イI'，vこサケカ¥姿を

消したので，現在この水系に生息する1:~~烈は 7 科 14 )品 16稀である。アカザvJAj近では(，まと

んど1rli獲されなくなったが，汚水の汚1flDによるものと!巴う。

111111J 内の利リ 11 水系の1:~l相は，昔、IL(iüU京， ~i~f; ¥jI.夕、、ムに見る 1L:水性の，f，f;lと，ネ!JI}II，1kl.'.~}11 など

の流水性の魚に大方Ijできるが，冷水域でしかも小iIlJ)11のためiml'Y:も少なし、o ~I':\; 、ドダムにワカサ

ギを放流すれば，観光地でもあり大し、に将来性があろう。
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国 2 ネ1/1JlI水系と調査地点



ィム工藤・育問:1~11) 11次系のか、中H

表 2 真II11l!ffljリ11水系魚類分布表 0:現在生息するもの 欝.現在~t.}2!、しな L 、が記録のあるもの
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